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平成２２年度　　決　算　報　告　書
公立大学法人　会津大学

単位：百万円

予算額 決算額
差額

（決算-予算）
備考

収入

運営費交付金 3,250 3,250 0

補助金 4 449 444 (注1)

自己収入 965 1,006 41 (注2)

授業料及び入学金、検定料等収入 926 954 28

財産収入 28 32 3

雑収入 10 19 9

外部資金収入 134 239 104 (注3)

長期借入金収入 - - -

目的積立金取崩収入 - 248 248 (注4)

計 4,355 5,195 839

支出

業務費 4,220 3,940 △280 (注5)

教育研究経費 3,138 2,870 △267

一般管理費 1,082 1,070 △12

施設整備費 - 671 671 (注6)

外部資金研究等経費 134 187 53 (注7)

長期借入金償還金 - - -

計 4,355 4,799 443

収入－支出 395 395

注）単位未満を切り捨て処理しているため、計は必ずしも一致しません。

○予算と決算額の差異について

(注1) 補助金については、施設整備費が２１年度からの繰越工事により、予算額に比べ４４４百万円

多額となっております。

(注2) 自己収入については、在学者の授業料及び２３年度入学見込み者が多かったことによる入学料

等の増収により、予算額に比べ４１百万円多額となっております。

(注3) 外部資金収入については、会津若松市からの奨学寄附金や受託研究費の獲得及び国の公募型プ

ロジェクト事業等の採択に努めた結果、予算額に比べ１０４百万円多額となっております。

(注4) 目的積立金取崩収入については、修学支援宿泊施設建設費等に充当するため目的積立金を取崩

したことにより、予算額に比べ２４８百万円多額となっております。

(注5) 業務費については、コンピューターシステムの更新時期の延長、庁舎管理業務等にかかる請負

差額の発生及びその他経費節減に努めた結果、予算額に比べ２８０百万円減少となっておりま

す。

(注6) 施設整備費については、(注1）及び(注4）に示した理由により、予算額より６７１百万円多額

となっております。

(注7) 外部資金研究等経費については、(注3)に示した理由により、予算額より５３百万円多額となっ

ております。

区　　　分


